
開催期間／令和7年7月18日金～10月19日日
会場／平泉文化遺産センターふれあいホール
 （9:00～17:00　最終入館16:30）

世界遺産登録
プレ15周年企画

～浄土を写す庭～



■昔の平泉の写真

写真で見る毛越寺の今昔Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

生きている庭園　～ 修復の歴史 ～

平泉回顧アルバム

～浄土を写す庭～

平泉文化遺産センター
〒029-4102
岩手県西磐井郡平泉町平泉字花立44
TEL 0191-46-4012

※平泉町役場ホームページでもご覧になれます。

　毛越寺庭園は国の特別史跡・特別名勝の二重指定を受けた日本でも著名な庭園の一つです。この庭
園は、昭和末から平成初期にかけて行われた整備によって、現在の姿に至っています。今回は、整備以前
の毛越寺の情景が写された大正以降の貴重な古写真・絵葉書や、土門拳著『古寺巡礼』に掲載された
昭和30年代の写真を展示しながら、在りし日の毛越寺庭園を振り返ります。 
　また、昭和から平成にかけての整備について振り返り、先人たちの努力によって、現在の毛越寺庭園
が護られてきたことをご紹介します。

■土門 拳撮影
　毛越寺大泉が池立石 ほか 

■平泉遺跡調査会による昭和の調査風景
■遣水の発見と整備・修復
■立石の被災と修復 

毛越寺大泉が池洲浜　撮影：土門拳

1984年の発掘調査で
見つかった遣水

現在の遣水


